
日中事業所のネットワーク化 
概要 
 中国へ進出している事業所・工場とのネットワーク化を図ります。双方で業

務効率が向上することで経営体質の改善と強化が期待できます。 
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問題点 
・現地工場の生産状況をリアルタイムで知りたい 

・債権管理等現地の経理面を日本からも常にチェックしたい 
・日本と現地工場間の電話、FAX の回数を減らし通信費を抑えたい 

・現地工場の機器を日本から直接操作したい 
 
中国の事業所とネットワーク化されていないため情報の制約・ 
業務の非効率性が放置され円滑な業務遂行が出来ていない 

導入後 
・海外拠点の設備をリアルタイムで監視・制御出来るようになります。 
・海外の事務所・工場に日本と連関性のある弊社開発ソフト・ハードを導入する

ことで相互に安定したネットワーク環境を構築できます。 
・ネットワーク化による情報の共有で日本・現地双方の業務が効率化され経費の

削減が図れます。 
・導入後のプログラム・仕様変更、トラブルの対応は継続して弊社で対応させて

頂きます(一定期間後は別途保守契約が必要)。 
システム導入により正確な情報に基づく生産・財務管理が可能

となり、併せて即時性の要求される顧客からの問い合わせにも

スムーズに対応できるようになります。 
 
 

経費削減と営業力強化による経営体質の改善・強化 
 
 
 
 
 
＞具体例＜ 
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＞導入例＜ 
導入例として｢生産実績管理システム｣をあげておきます。 
 
・ 生産指示入力 
・ 生産指示書 
・ 実績入力 
・ 集計処理 
 
以上の仕様をもつシステムを組み上げて日本と通信が出来る環境にまで設定す

るのに約 150 万円ほどかかります。 
 

4 点とも御社オリジナル仕様です 

 


